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発
智
論
と
そ
の
異
訳
八
健
度
論
に
対
す
る
新
旧
両
婆
沙
論
の
関
係
に
つ
い
て

両
婆
沙
論
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る

「別
諦
説
」
『異
諦
説
」
の
問
題
が

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
西
義
雄
博
士
の
論
文

「有
部
宗
内
に
於
け

る
発
智
系

・
非
発
智
系
等
の
諸
種
の
学
説
及
び
学
統
の
研
究
」
、
河
村
孝
照
博

士
の
論
文

「新
旧
両
婆
沙
論
の
相
違
に
つ
い
て
-

と
く
に
両
訳
依
用
の
本
論

の
比
較
に
お
い
て
-

」
、
同
じ
く
そ
の
著
書

『
阿
毘
達
磨
論
書
の
資
料
的
研

究
』
で
考
察

さ
れ

て
い
る
。

そ
れ
ら
以
外

の
個
所
を
加
え
る
と
十
四
項
目
確
認

で
き
る
。

(
1
)
、
「
何
縁
有
情
忘
而
復
憶
」

に

つ
い
て

(
大
)
は
(
甕
)
を
本
論
と

す

る

が
、
さ

ら

に

「
異
諦
」
「別
諦
」
と
し

て
(
a
)
(
b
)
(
c
)
(
d
)

の
四
説
を
出
す
。

(
旧
)
は
(
1
1
)

を

本

論

と

す
る
が

「
有
説
者
」

の
説
を
出
し
て
い
る
。

そ
の
中
(
1
)
(
2
)
(
3
)

が
(
a
)
(
b
)
(
c
)

に
、
(
2
)

(旧)
本
論
は
(
b
)
に
相
当
し
て
い
る
。
(
2
)
、
「諸
随
眠
見
滅
道
所
断
有
漏
縁
彼
随
眠

因
何
当
断
」
に
つ
い
(
大
)

て

は
(
発
)
を
本
論
と
す
る
が
、
「諸
随
眠
見
滅
道
所
断
無

漏
縁
彼
随
眠
因
何
当
断
」
と
す
る

「
有
余
師
説
」
を
引
用
、
論
破

し
て
い
る
。

こ
れ
は
(
八
)
に
相
当

し
、

又
(旧)
は

(8)
を
本
論
と
し

て
、

(
霧
)
(
大
)

本
論

を

「
有
説
者
」

と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
(
い
)
、
(
い
)

は
(
馨
)
を

本
論

と

し

て
、
「
已
離
二
色
染

こ

に

さ
ら
に

「
未
レ
離
二
無
色
染

こ

を
付

け
加

え
る

「
有
諦
」
説

を
引
用
す
る
が
、

こ

れ
は
(8)
に
相
当
す
る
。

(旧)
は
、

「
評
日
」

で

(
馨
)
(
大
)

本
論
に
同
意

し

て
付

加

文
を

不

必
要

と
し
て
い
る
。
(
4
)
、
(塞)
は
(馨)
を
本
論

と

し

て
、
「
不
レ
説
二
敬
養
法
言

こ

と
す
る

「
有
本
」
を
引
用
す
る
が
、

こ
れ
は
(
4
)

に
相
当

す
る
。

(旧)
の
本
論
は
省

略

さ
れ

て
い
る
が
、
後

の
問
答

か
ら
(丞)
、

(
4
)
の

「
有

本
」

に
相
応

し
て
い
る

こ

と
が
確
か
め

ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
(
7
)
と
も
関
連

さ
せ
て
考

え

る

こ

と
が

で
き

る
。
(
5
)
、(
大
)
は
(
甕
)
を
本
論
と
し
て
、
前
説

で
応
理
論

者
が
分
別
論
書
を
浬
繋
転

変
説

と
し

て
浬
繋
決
定
説
を
以

っ
て
批
判

し
、
同

文
を
後
説
と
し
て
分
別
論
者

を
浬
墾
決
定
説

と
し
て
浬
繋
転
変
説
を

以

っ
て
応

理
論
者
が
批
判
す
る
と
解
説

し

て
い
る
。

こ
れ
に
続

い
て

「
別
諦
」
を
引
用

し
て
い
る
が
(
大
)
に
相
当

し
、
省

略
さ
れ

て
い
る

が
(旧
)本
論
と
み
ら
れ
る

「
有
説
者
」

価
相
当
し
て
い
る
。

又
(
旧
)

の
引
用
す
る

「
有
説
者
」
は
、

(
零
)
本

論

の

「
前
説

・
後

説
」

に
相

当

し

て

い

る
。
(
6
)
、無
学
慧
纏
に

つ
い
て
(蓉)
は
(甕)
を
本
論

と
す
る
が
、

そ
れ
以
外

に

「
異

諦
」
「
別
諦
」
「
有
諦
」

の
三
説

を
出

し
て
い
る
。

こ
の
中

「
別
諦
」
(
八
)

が

に
相

当
し
、

(
旧
)
本
論

は

「
有
調
」

に
相
当

し
て
い
る
。
(
7
)
、帰
依

法
の
真
髄

に
つ
い

て
(蓉)
は

(甕)
を
本
論

と
す
る
が
、
「
帰
訓
依
愛
尽
離
滅

浬
葉

一名
二
帰
依

法

一」
と

し

て

「
若
法
実
有
現
有
想
等
想
施
設

言
説
。

名

為

二
達
磨

帰

依

こ

の
説

か

な

い

「
有
本
」
を
指
摘

し
て
い
る
。

こ
れ
は
、

(8)

・
(旧)
本
論
に
相
当
し
て
い
る
。
(
8
)
、

(
大
)
は

(
釜
)
を
本
論

と
し
て

「
繋
念
眉

間
」

と
す
る
が
、

他
に
(
1
)
-
(
5
)

ま
で
五

つ
の

「
有
本
説
」
を
引
用
し
、

(
旧
)
は
(
a
)
-
(
h
)

ま
で
八
説
掲

げ
て

い
る
。

そ
の
中
(
h
)
は

(
甕
)
・
(
大
)
本
論

に
、
(
a
)
は

(
馨
)
(
蓉
)

の
解
説
中

に
、
(
e
)
は
(
1
)
、
(
f
)

は
(
5
)
、
(
g
)

は
(
4
)
、
又

(
e
)
(
f
)

は
(
2
)
に
相

当
す
る
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。
(
b
)
(
c
)
(
d
)

は
(
2
)
中
の
前
問
答

「
有

亦
説
」
中

に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
個

所
が
あ
る
。

働
、

(
大
)
は
(
甕
)
を
本
論

と
し

て
、
難
満

と
難

養
の
差
別
、
易
満
と
易
養

の
差
別
を
説
か
な

い

「
有
本
」
の
あ

る

こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
(
八
)
に
相
当
す
る
。

(
旧
)
は
、

そ
の
個

所
で
差

別
を
説
か
な
く
、

「
問

日
、
此

二
何

以
不
問
共

差
別
耶
」
と
し

て
差
別

を
説

い
て

い
る
所
か
ら
す

れ
ば
、

本
論
に
は
差
別
を
説

い
て

い
な
か

つ
た
も
の
と
思

わ
れ
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る
。
(
1
0
)
、

「
若
起
二
増
上
慢

一我
不
レ
受
二
後
有

一此
何
所
縁
」
の
無
生
智

の
想
を
起

す
場
合
、
(
1
)・

本
論
は

「
此
即
縁
有
」

と
す
る

の
に

対

し

て

「
縁
二
心
心
所

へ法

こ

と
説
く

「
有
本
」

の
あ
る

こ
と
指
摘

し
て

い
る
が
、

こ
れ

は
(
2
0
に

相

当

し
、

(
2
)
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
(
1
1
)
、
(
大
)

・

本
論

が

「
若
依
二
未
至
定

一念
覚
支

現
在
前
時
」
と
す
る
の
に
対
し

て
、
「若
依

二
有
尋
有
伺

未
至
定

こ

と
す
る

「
有

調
」

の
あ

る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
(八
)・
(
旧
)
本
論

に
相
当
し

て
い

る
。
(
1
2
)
、

他
心
智

の
定
義
中
、

前
説
は
四
本
同
じ
で
あ
る
が
、
後
説
(
大
)

は

は
(
発
)

を
本
論
と
し
て
い
る
。
「
別
諦
」
を
引
用
す
る
が
(
ハ
)
・
(
旧
)
本
論

に
相
当

し

て

い
る
。
(
旧
)
が
引
用
す

る

「
外
国
法
師
」
(
発
)

は

・
(
大
)
本
論
に
相
当

し
、
対
立
す
る

「麗
賓

沙
門
」

は
内
容
か
(
ハ
)

ら

・
(
旧
)
本
論

を
意
味

し

て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ

る
。

こ

の
様
に
(
大
)と
(
旧
)
が
違
う
国
名
の
論

師
で
呼

ば
れ
る
例

と
し
て
他
に
彼

同
分

の
眼
の
四
種

五
種
説
が
あ
る
。

働
、

極
禁

と
極
 

を
得
す
る
も

の
の
関
係

に
つ
い
て
、
(
大
)
は
(
発
)
を
本
論
と
し
て
、
「
或
作
是
説
」

と
し

て

「
極
迹

を

得

す

る
も

の
と
彼
岸
に
到
る
も

の
と

の
関
係
」

の
異
説

を
引
用
す
る
が
、

こ
れ
は
(
2
0
)

に
相
当

し
て
い
る
。

(
旧
)
は
欠
本
と
な

つ
て
い
る
。
(
1
4
)
、

大
迦
葉

と
薄
矩
羅

と
の

差
別

に

つ
い
て
、

(
大
)
は
(
甕
)
を
本
論

と
す

る
。

又

「
有

於
二
此
文

一作
二
相
違
論

四」

を
引
用

し
て
い
る
が
(
八
)
に
相
当
し
て
い
る
。

(
旧
)
は
欠
本

と
な

つ
て
い
る
。

以
上
か
ら

(
大
)
は
(
甕
)
を
正
統

に
継

承
し
よ
う
と
す

る
の
に
対

し
て
、
全
項
目
に

亙

つ
(
八
)

て

は
ま

つ
た
く
系

統
を
異

に
し
て
い
る
。

(
旧
)
は
(8)
を
正
統

に
継
承
し
よ

う
と
す
る

の
で
は
な

い
に
し
て
も
、
(

に
柔
軟
な
態

度
を
取
る
こ
と
が

で
き
る

性
格

を
も

っ
て
い
た
も
の
と
、
(
1
)
、
(
8
)

か

ら
言
う

こ
と
が
で
き
る
。

そ

の
様
な

中
で
、
(
3
)
、
(
6
)

は
例

外
的

な
関
係

と
言
え
な

い
だ

ろ
う
か
。
又
両
発
智
論
以
外

価
発
智
論

の
存
在

を
推
定

す
る
に
し
て
も
、
(
1
)
、
(
2
)
、
(
4
)
、
(
5
)
、
(
7
)
、
(
1
1
)
、
(
1
2
)

か
ら
、
(
八
)と
(
旧
)
の
関
係

は
明
ら

か
な
も

の
と
言
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
さ
ら

価
、

(
大
)
と
(
旧
)
の
教
学

を
検
討

し
た
範
囲
内
だ
け

で
も
、

共
通

の
ト
ピ

ッ
ク

ス
の

も

と
に
、
異

つ
た
見
解
が
随
所
に
見

ら
れ
、
対

立
関
係

を
指
摘

で
き
る
。
又
、

先

の

い
く

つ
か
の
項
目
に
於
け
る
(
八
)・(
旧
)
の
立
場

は
、
識
身
足
論
中

の
目
腱
連

纏
、

補
特
伽
羅
纏

と
の
関
係

に

一
線

を
引
く

こ
と
も
指
摘

で
き
る
。
結
論
的

に

言

え
ば
、
説

一
切
有
部
は

カ
シ
ミ
ー
ラ
と
ガ

ン
ダ

ー

ラ
派

に
分
れ
て
教
学
を
異

に
し
、

そ
れ
が
世
親

の
倶
舎
論
、
衆
賢

の
順

正
理
論

の
時
代

ま
で
伝
統
的
な
対

立
と
な

つ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

以
上

の

検
討

か

ら

だ
け

で
も
、

(
馨
)
、
(
ハ
)
、
(
大
)
、
(
旧
)
の
示
し
た
関
係

は
、

カ

シ
ミ
ー
ラ
有
部
、

ガ

ン
ダ

ー
ラ
有
部

の
論

書
と
そ
の
注
釈
書
と
呼

ば
れ
て
も
十
分

認
め
う
る
性
格

を
具

え
て
い
る
も

の
と
結
論
づ
け

る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

(
1
)
(
甕
)

大
正
二
六

・
九

一
九
下
、

(
八
)
大
正

二

六

・
七

七

三

中
、

(
大
)
大

正

二

七

・
五
七
下
-

五
八
中
、

(
旧
)
大
正
二
八

・
四
三
下
-

四
四
中
。

(
2
)(
馨
)
九
二

一
上
、
(
8
)
七
七
五
上
、

(
大
)
一
一
三
下
-

一
一
四
上
、

(
旧
)
九
○
下

-
九

一
上
。

(
3
)
(
甕
)

九
二

一
中
、

(
八
)
七
七
五
中
、

(
大
)
一
一
六
上
-

中
、

(
旧
)
九
二
上
。

(
4
)(
霧
)
九
二
三
上
、
(
基
)
七
七
七
中
、

(
大
)
一
五
三
上
、

(
旧
)
一

一
七
中
。

(
5
)九
二
三
中
-
下
、

(
八
)
七
七
八
上
、

(
大
)
一
六
九
上
-

一
七
○
下
、

(
旧
)
一
二

七
上
-
中
。

(
6
)(
甕
)
九
二
三
下
、

(
8
)
七
七
八
中
、

(
大
)
一
七
二
上
-
中
、

(
旧
)二
二
○
下
。

(
7
)(
馨
)
九
二
四
下
、

(
八
)
七
七
九
上
、

(
大
)
一
七
七
上
-

中
、

(
旧
)二
二
四
中
。

(
8
)(
甕
)
九

二
六
下
、

(
八
)
七
八

一
中
、

(
大
)
二
○
四
上
-

二
○
五
上
、

(
旧
)
一
五
三

上
-
中
。

(
9
)

九
二
七
中
、

(八)
七
八
二
上
、
(
大
)
一
二

五
下
-

二

一
六
上
、

(
旧
)
一
六
四

下
。

(
1
0
)
(
馨
)
九
二
八
上
、

(
八
)
七
八
三
上
、

(
蓉
)
二
二
五
上
、

(
旧
)
一
七

二
下
。

(
1
1
)
(
甕
)
九
五
二
中
、

(
八
)
八

一
四
上
、

(
大
)
四
九
四
下
-

四
九

五
上
、
(
旧
)
三
六
三

下
。

(
1
2
)
(
甕
)
九
五
六
中
、

(
八
)
八

一
九
下
、

(
大
)
五

一
二
中
-

下
、

(
旧
)
三
七
○
中
。

(
1
3
)
(
霧
)
一
○

一
八
上
、

(
八
)
八
九
九
下
、

(
大
)
八
八
六
中
-
下
。

(
1
4
)
(
甕
)
一
○

一
八
中
、

(
八
)
九
○
○

上
、

(
大
)
九
○
六
下
-

九
○
七
上
。

(
仏
教
文
化
研
究
所
助
手
)

新
旧
両
毘

婆
沙
論

に
於
け
る
発
智
論

の
異

本
に

つ
い
て

(
桝

田
)
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